
keizai doyu 2008/05   030

る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
目
頭
を
ぬ
ぐ

う
観
客
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
の
心
に
焼

き
つ
い
た
光
景
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

郷
愁
を
感
じ
る
懐
か
し
い
曲
を
Ｃ
Ｄ
に

し
て
、
多
く
の
日
系
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
よ
う
と
、
日

本
コ
ロ
ム
ビ
ア

で
20
曲
収
録
し

た
。
タ
イ
ト
ル

は
『
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
』
、
夫
婦

を
捩も

じ

っ
て
ネ
ー

ミ
ン
グ
は
『
Ｆ

ｕ
―
Ｆ
ｕ
―
』。

５
０
０
０

枚
を
製
作
し
、

海
外
日
系
人

協
会
を
通
じ

て
１
５
０
０

枚

を

海

外

（
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
メ
リ
カ
な

前
年
祭
（
２
０
０
０
年
）

「
夫
婦
揃
っ
て
Ｃ
Ｄ
制
作
」

１
９
８
３
年
に
行
っ
た
ハ
ワ
イ
演
奏

旅
行
中
、
日
系
人
教
会
で
の
ア
ン
コ
ー

ル
曲
「
ふ
る
さ
と
」
を
妻
が
歌
い
始
め

ど
９
カ
国
）
に
、
日
本
の
老
人

ホ
ー
ム
に
１
５
０
０
枚
を
寄
贈
し

た
。
残
る
２
０
０
０
枚
は
、
テ
レ

ビ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
が
宣
伝
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
完
売
と
な
っ

た
（
現
在
増
版
中
）。
国
内
は
も
と

よ
り
、
海
外
か
ら
も
「
と
て
も
感
動
し

た
」
と
感
謝
の
お
便
り
や
写
真
が
届
い

た
。
私
た
ち
夫
婦
が
予
期
し
え
な
か
っ

た
６
０
０
通
余
り
に
及
ぶ
こ
れ
ら
の
お

便
り
は
、
何
に
も
ま
し
て
心
に
残
る
財

産
と
な
っ
て
い
る
。

後
年
祭
（
２
０
０
２
年
）

「
家
族
揃
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
」

あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
飛
び
入
り
で
、

息
子
３
人
と
私
の
カ
ル
テ
ッ
ト
（
バ
ー

バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
）
が
享う

け
た

こ
と
を
弾
み
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
企
画
し
た
。

息
子
の
２
人
が
海
外
留
学
の
た
め
、

パ
ー
ト
譜
を
収
録
し
た
音
源
テ
ー
プ
を

送
り
、
各
自
で
自
主
練
習
。
ク
リ
ス
マ

ス
休
暇
と
正
月
休
暇
の
２
週
間
が
全
員

集
合
の
練
習
期
間
。
そ
し
て
１
月
５
日

の
本
番
を
迎
え
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

各
人
の
ソ
ロ
や
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
ト
リ
オ
、

カ
ル
テ
ッ
ト
、
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
と
手
を

代
え
品
を
代
え
―
―
。
心
臓
が
い
く
つ

あ
っ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
無
事
ス
テ
ー

ジ
を
終
え
、
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
い

た
。コ

ン
サ
ー
ト
の
成
功
を
目
指
し
、
気

持
ち
を
合
わ
せ
、
声
を
合
わ
せ
練
習
し

て
き
た
こ
と
は
、
家
族
の
絆
を
大
切
に

で
き
た
充
実
し
た
期
間
で
も
あ
っ
た
。

木下利彦
ミック取締役会長

上：2000年に製作したCD
のジャケット（裏

表紙）。
左：2002年1月5日に開催

した「Kinoshita

Family Concert」のパンフ
レット。

結婚30周年記念（2001年）企画


